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土
地
区
画
整
理
事
業
の
こ
れ
ま
で

の
経
緯
と
事
業
に
か
か
っ
た
費
用

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長
　
こ
の
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
雨
引
地
区
の
市
街
化
が

進
ま
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
年
策

定
の
大
和
村
市
街
地
整
備
基
本
計
画
に
基

づ
い
て
取
り
組
み
を
始
め
た
も
の
で
す
。

平
成
三
年
か
ら
四
年
に
全
体
整
備
構
想
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
地
権
者
の
意
向
調

査
を
行
い
、
平
成
五
年
に
阿
部
田
地
区
二

十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
先
行
整
備
地
区
と
し

て
事
業
化
を
推
進
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
平
成
七
年
か
ら
十
年
に
か
け
、

土
地
二
十
三
筆
、
一
万
八
、
一
五
八
平
方

メ
ー
ト
ル
を
一
億
八
、
六
〇
三
万
九
、
一
〇

〇
円
で
先
行
取
得
し
ま
し
た
が
、
景
気
の

低
迷
等
が
影
響
し
、
事
業
の
め
ど
が
立
た

ず
休
止
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
合
併
後
は
、
都
市
計
画
審
議
会
、
建
設
経

済
常
任
委
員
会
、
議
会
全
員
協
議
会
に
お

い
て
事
業
中
止
が
承
認
さ
れ
、
地
元
受
益

者
対
象
の
事
業
中
止
報
告
会
開
催
に
よ
り
、

事
業
は
事
実
上
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
先
行
取
得
し
た
土
地
は
行
政

財
産
か
ら
普
通
財
産
に
変
更
し
ま
し
た
が
、

現
状
に
お
い
て
有
効
な
手
段
も
な
く
、
土

地
の
処
分
を
視
野
に
入
れ
財
政
課
に
引
き

継
い
だ
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
総
費
用

は
三
億
八
、
五
五
六
万
四
、
〇
〇
〇
円
で

す
。
な
お
、
土
地
の
買
収
価
格
は
、
事
業
地

区
の
代
表
的
な
土
地
の
不
動
産
価
格
、
及

び
周
辺
の
取
引
事
例
調
査
を
も
と
に
定
め

た
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

総
務
部
長
　
行
政
財
産
か
ら
普
通

財
産
に
所
管
が
え
を
し
、
区
域
内

の
土
地
七
区
画
、
面
積
五
、
一
七
一
平
方

メ
ー
ト
ル
を
、
取
得
額
の
七
割
程
度
の
五
、

六
四
〇
万
三
、
三
七
二
円
で
六
月
に
公
募

し
ま
し
た
が
、
申
込
者
が
な
く
処
分
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
地
価
動
向
等
の

推
移
を
み
る
と
、
土
地
の
処
分
は
厳
し
い

も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
価
格
の
見
直

し
等
に
よ
り
、
売
却
に
向
け
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高田重雄 議員

阿
部
田
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

印があるものは内容を掲載しています。

適
任

適
任

適
任

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

認
定

可
決

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

桜
川
市
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
一
年
度
桜
川
市
補
正
予
算

 

・
一
般
会
計
︵
第
２
号
︶

 

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

 

・
老
人
保
健
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

 

・
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

桜
川
市
営
県
単
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
度
桜
川
市
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

 

・
一
般
会
計

 

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

 

・
老
人
保
健
特
別
会
計

 

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

 

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

 

・
介
護
保
険
特
別
会
計

 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

 

・
水
道
事
業
会
計

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

問
　
産
科
医
療
補
償
制
度
が
導
入

さ
れ
た
が
、
桜
川
市
あ
る
い
は
近

郊
の
病
院
の
加
入
状
況
は
。

答
　
県
内
一
〇
〇
％
の
医
療
機
関

が
加
入
し
て
い
ま
す
。

問
　
集
落
営
農
法
人
化
緊
急
整
備

事
業
補
助
金
五
二
三
万
円
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
ア
グ
リ
ピ
ア
松
田
の
農
事
組

合
法
人
に
対
し
て
、
コ
ン
バ
イ
ン

購
入
に
際
し
、
国
が
二
分
の
一
、

地
元
負
担
が
二
分
の
一
と
い
う
こ

と
で
補
助
を
す
る
も
の
で
す
。

問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

今
後
の
対
策
・
予
防
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
六
月
二
十
三
日
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
今
後
は
感
染
予
防
の
徹
底

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
Ｔ
Ｔ
非
常
勤
講
師
六
校
分
の

財
源
内
訳
は
。

答
　
四
小
学
校
に
お
い
て
は
県
の

財
源
、
残
り
二
校
が
市
の
財
源
で

配
置
し
ま
す
。

そ
の
他
の
議
案 

質
疑

　
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る
こ

と
は
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
交
付
税
削
減
の
影
響

や
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
な
ど
か
ら
、
自
治

体
に
お
い
て
教
育
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
は
困

難
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
中
で
、
少
人
数

教
育
の
推
進
、
学
校
施
設
、
旅
費
・
教
材
費
、

就
学
援
助
・
奨
学
金
制
度
な
ど
教
育
条
件
の
自

治
体
間
格
差
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
一
方
、
現
在
の
社
会
経
済
不
安
の
中
で
、
貧

困
と
格
差
は
、
世
代
間
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

状
況
が
あ
り
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
高
校
生
の

中
途
退
学
者
も
増
え
て
い
る
。
日
本
の
子
ど
も

に
関
す
る
公
的
支
出
は
、
先
進
国
最
低
レ
ベ
ル

で
あ
り
、
諸
外
国
並
み
の
家
計
基
盤
の
弱
い
家

庭
へ
の
子
ど
も
に
係
る
給
付
拡
充
な
ど
の
施
策

を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
自
治
体
の
財
政
力
や
保
護
者
の
家
計
の
違
い

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
受
け
る
﹁
教
育
水

準
﹂
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
教
育
予
算
を
国
全
体
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
確
保
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、

次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

一
﹁
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
﹂
を
図
り
、

き
め
の
細
か
い
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
義
務

制
第
八
次
・
高
校
第
七
次
教
職
員
定
数
改
善
計

画
を
実
施
す
る
こ
と
。

二
教
育
の
自
治
体
間
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め

に
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
、

国
負
担
率
を
二
分
の
一
に
復
元
す
る
こ
と
を
含

め
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

三
家
庭
の
所
得
の
違
い
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

教
育
や
進
路
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
就
学
援

助
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
た
め

の
国
の
予
算
処
置
を
行
う
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
、﹁
貸
与
﹂か
ら﹁
給
付
﹂

方
式
に
改
善
す
る
こ
と
。

四
学
校
施
設
設
備
費
、
教
材
費
、
図
書
費
、
旅
費
、

学
校
・
通
学
路
の
安
全
対
策
な
ど
、
教
育
予
算

の
充
実
の
た
め
、
地
方
交
付
税
を
含
む
国
の
予

算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

五
教
職
員
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
教
職
員
給

与
の
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ

て
、
四
十
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
文
科
省
の
勤
務

実
態
調
査
の
結
果
を
施
策
に
反
映
し
、
実
効
あ

る
超
勤
縮
減
対
策
を
行
う
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
二
十
一
年
九
月
四
日

茨
城
県
桜
川
市
議
会

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

請
願
に
基
づ
き
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
国
の
関
係
行
政
庁

に
送
付
し
ま
し
た
。

　市議会では、市民の皆さんの生活

に直結した重要な問題が審議され

ます。市政を身近に知るためにも、

ぜひ議会を傍聴してみませんか。

　なお、本会議の開催日など、詳し

くは議会事務局へお問い合わせく

ださい。

桜川市役所　岩瀬庁舎　議会事務局
TEL 0296-75-3111

傍聴席は
先着順で 50 席
　傍聴席は50席です。
先着順となっています
ことをご了承くださ
い。団体で傍聴を希望
するときは、あらかじ
め議会事務局へご連絡
ください。

傍聴手続は
簡単です
　手続は簡単です。本
会議を傍聴するときは
市役所岩瀬庁舎、第２
庁舎３階、傍聴席入口
で、氏名、住所、年齢
を受付簿に記入するだ
けです。


